
　採用決定連絡

　    大　甲　公　学　校

　Ｍ32.5.19赴任

 聞知

Ｍ31.10.1創立

 苗　栗  弁　務　署
署長　家永泰吉郎

教員採用募集

 台湾公学校令（Ｍ31.7.28)
  公学校開校  教員採用検定

７ 雇教員として採用される 

台湾総督府 

総督 児玉源太郎 民政局長 後藤新平 

校長 金子政吉 
志賀哲太郎 

国権党党務理事 

    安達謙蔵  

 哲太郎は、明治31(1898)年に公学校が開設されたことを機に、教育者に戻ることを決意しまし

た。病が良くなると、いざという時に役立てようと貰っていた国権党党務理事・安達謙蔵の紹介状

を持って、苗栗弁務署長・家永泰吉郎に面会し、教員採用を願い出ました。家永署長は、元国権党

総理で台湾植民隊長古荘嘉門の部下であった人です。家永署長は哲太郎の学識、人柄にも問題はあ

りませんでしたので「苗栗弁務署雇員」の資格で採用し、開校したばかりの大甲公学校への配属を

命じました。 
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苗栗弁務署長 

家永泰吉郎の墓 

東京：賢崇寺 


